
現
代
「
士
君
子
」
へ
の
期
待特

別
会
員

浅
野

種
正

相
川
英
一
氏
お
よ
び
宮
崎
康
次
氏
そ
れ

ぞ
れ
に
よ
る
前
二
回
の
本
欄
に
触
れ
ら
れ

て
い
た
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学

（
略
称E-JU

ST

）
の
創
設
・
立
ち
上
げ

と
い
う
政
府
の
技
術
協
力
事
業
に
、
大
学

の
一
教
員
と
し
て
関
わ
る
機
会
を
い
た
だ

い
た
。
15
余
年
に
わ
た
る
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
期
間
に
お
い
て
、
去
る
３
月
ま
で
の
５

年
間
は
、
現
地
に
て
も
活
動
し
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
限
ら
れ
た
経
験
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
を
基
に
エ
ジ
プ
ト
事
情
を
紹

介
し
た
い
。

エ
ジ
プ
ト
の
人
口
は
１
億
１
千
万
人
余

り
で
世
界
15
位
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ

る
が
、
年
齢
層
別
人
口
に
示
す
よ
う
に
日

本
と
は
対
照
的
に
若
年
層
人
口
が
多
く
、

潜
在
的
な
力
を
有
し
て
い
る
。
他
の
多
く

の
ア
ラ
ブ
諸
国
も
同
様
で
、
中
東
・
北
ア

フ
リ
カ
地
域
を
将
来
の
魅
力
あ
る
市
場
と

し
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

人
口
の
95
％
は
同
国
の
唯
一
の
水
源
で

あ
る
ナ
イ
ル
川
流
域
か
カ
イ
ロ
北
部
に
ナ

イ
ル
を
水
源
に
灌
漑
で
拡
大
し
て
き
た
デ

ル
タ
と
呼
ば
れ
る
緑
地
帯
に
の
み
住
む
た

め
、
可
住
地
人
口
密
度
は
高
い
。
そ
の
た

め
首
都
カ
イ
ロ
は
慢
性
的
な
渋
滞
や
大
気

汚
染
が
激
し
く
、
約
35
キ
ロ
東
側
に
新
行

政
首
都
を
、
ま
た
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
よ
う

に
ニ
ュ
ー
カ
イ
ロ
と
呼
ば
れ
る
新
都
市
を

建
設
中
で
あ
る
。
ま
た
、
地
中
海
沿
い
に

あ
る
同
国
第
二
の
都
市
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
の
西
に
位
置
す
る
ア
ラ
メ
イ
ン
市
を
新

た
な
経
済
活
動
都
市
に
す
る
構
想
も
あ
り
、

カ
イ
ロ
か
ら
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
経
由
で

片
側
５
車
線
を
主
と
す
る
道
路
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
高
速
鉄
道
を
整
備
す
る
と
い

う
噂
も
あ
る
。

政
府
債
務
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
90
％
近
い

と
い
う
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ

う
な
積
極
的
な
公
共
投
資
が
牽
引
し
て
経

済
成
長
率
は
５
％
を
超
え
（
２
０
２
２
年
、

国
際
通
貨
基
金
）、
街
は
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。

一
方
、
外
貨
の
獲
得
源
と
し
て
は
、
観

光
産
業
、
ス
エ
ズ
運
河
の
通
行
料
、
そ
し

て
外
国
へ
の
出
稼
ぎ
送
金
が
主
た
る
も
の

で
あ
る
。観
光
で
は
、ギ
ザ
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
に
象
徴
さ
れ
る
古
代
遺
跡
群
に
加
え
て
、

地
中
海
沿
岸
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
が
開
催
さ
れ
た

シ
ャ
ル
ム
エ
ル
シ
ェ
イ
ク
な
ど
紅
海
沿
岸

が
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
欧
州
な
ど
の
人
々

に
人
気
を
博
し
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
に
は
石
油
産
業
が
あ
る
と
の

誤
解
を
と
き
ど
き
耳
に
す
る
。
確
か
に
石

油
を
輸
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
額
は
30
億

米
ド
ル
弱
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
百
分

の
一
程
度
で
あ
る
。
東
地
中
海
の
ガ
ス
田

か
ら
採
れ
る
天
然
ガ
ス
も
国
内
需
要
を
賄

う
の
に
輸
出
を
し
ば
ら
く
停
止
し
た
状
況

で
あ
り
、
規
模
は
大
き
く
な
い
。

つ
ま
り
、
エ
ジ
プ
ト
は
輸
出
し
て
外
貨

を
稼
ぐ
工
業
製
品
や
農
産
物
に
乏
し
い
。

し
た
が
っ
て
製
造
や
加
工
な
ど
の
就
労
人

口
は
少
な
く
、
貧
富
の
格
差
が
激
し
い
。

世
界
を
驚
か
せ
た
ダ
イ
ア
ナ
妃
の
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
写
真
は
お
相
手
の
エ
ジ
プ
ト
人

が
所
有
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
上
の
も
の
で
あ

る
ほ
ど
の
大
富
豪
が
い
る
一
方
、
渋
滞
す

る
道
路
で
停
車
し
て
い
る
車
列
に
向
か
っ

て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
水
な
ど
を
売
り
回
る
子

ど
も
た
ち
も
多
く
見
か
け
る
。
従
来
型
の

外
貨
獲
得
源
は
堅
調
で
は
あ
る
も
の
の
、

増
加
す
る
人
口
の
国
民
を
養
う
に
は
や
は

日本とエジプトの年齢層別人口（２０２２）
（The World Fact Book のデータより筆者作成）

エジプトの主要都市位置
（Google map に追記して作成）
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り
新
た
な
産
業
を
興
す
必
要
が
あ
る
。
先

般
、E-JU

ST

の
ア
ド
リ
学
長
と
面
談
し

た
折
、
我
々
は
毎
年
新
た
に
100
万
人
分
の

雇
用
を
つ
く
り
出
す
役
割
の
一
端
を
担
っ

て
い
る
と
言
っ
て
い
た
の
も
う
な
ず
け
る
。

前
２
号
の
本
欄
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
た

Elaraby

社
は
、
同
国
電
機
産
業
発
展
の

牽
引
役
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
存
在
感
を

高
め
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
で
培
っ
て
き
た
技
術

に
加
え
、
独
自
の
部
品
設
計
や
製
造
も
担

え
る
人
材
が
早
期
に
育
っ
て
欲
し
い
と
感

じ
る
。
国
立
電
子
研
究
所
の
所
長
が
技
術

展
示
用
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
見
せ
な
が
ら
、

中
国
か
ら
技
術
指
導
者
が
来
る
が
、
日
本

か
ら
も
来
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
い
た

の
が
印
象
に
残
る
。

人
材
育
成
に
対
す
る
同
国
の
意
識
は
高

い
。
例
え
ば
、
国
立
大
学
の
学
費
は
無
料

で
あ
る
。
そ
れ
と
若
年
層
人
口
の
増
加
が

相
俟
っ
て
、
主
要
国
立
大
学
の
学
生
数
は

増
加
し
、
例
え
ば
カ
イ
ロ
大
学
は
現
在
20

万
人
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
教
育

の
質
の
低
下
を
招
き
始
め
た
こ
と
を
危
惧

し
始
め
た
。
一
方
、
２
０
０
１
年
に
い
わ

ゆ
る
９
・
１
１
テ
ロ
が
発
生
し
、
そ
れ
に

よ
る
イ
ス
ラ
ム
圏
の
孤
立
を
恐
れ
た
同
国

が
、
科
学
技
術
で
国
を
支
え
る
方
針
を
打

ち
出
し
、
少
人
数
教
育
で
科
学
技
術
高
度

人
材
を
育
成
す
る
機
関
の
創
設
を
目
指
し

た
こ
と
もE-JU

ST

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

の
背
景
に
あ
る
よ
う
で
あ
る（
岡
野
著「
科

学
技
術
大
学
を
エ
ジ
プ
ト
に
」
佐
伯
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
２
０
２
２
）。

そ
のE-JU

ST

は
大
学
院
の
開
設
か
ら

始
ま
り
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
政
治
的
混

乱
期
を
経
て
、
現
在
は
工
学
部
と
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
・
人
文
学
部
の
２
学
部
（
学
生
数

計
約
１
９
０
０
名
）
と
大
学
院
（
同
計
約

350
名
）
よ
り
成
る
。
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら

100
名
近
い
留
学
生
が
お
り
、
我
が
国
か
ら

見
て
ア
フ
リ
カ
の
ハ
ブ
と
し
て
の
存
在
感

も
増
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
フ
リ
カ
連
携

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

E-JU
ST
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
先

ず
、
国
立
大
学
だ
が
授
業
料
を
徴
収
す
る

点
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
英
語
能
力
が
Ｉ

Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
評
価
6.5
以
上
で
な
い
と
入
学
で

き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
日
本

の
大
学
の
国
際
コ
ー
ス
入
学
と
同
等
で
あ

る
。
こ
れ
ら
２
点
の
「
ハ
ー
ド
ル
」
に
も

拘
わ
ら
ず
、
入
学
者
の
お
よ
そ
５
倍
の
志

願
者
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
入
学
式
に
学

生
に
同
行
し
て
い
る
親
か
ら
日
本
語
で
話

し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
日

本
シ
ン
パ
が
多
い
と
感
じ
る
。

授
業
中
に
た
く
さ
ん
出
る
質
問
や
Ｐ
Ｂ

Ｌ
（
学
生
が
数
人
ず
つ
チ
ー
ム
を
組
み
、

役
立
つ
モ
ノ
を
提
案
し
実
際
に
作
っ
て
見

せ
る
３
年
生
の
科
目
）
で
の
質
疑
か
ら
、

理
解
度
に
優
れ
る
者
、
い
わ
ゆ
る
オ
タ
ク

で
独
特
の
鋭
い
感
覚
を
感
じ
さ
せ
る
者
な

ど
個
性
豊
か
で
多
様
性
に
富
む
。

兵
役（Soldier

は
１
年
、Officer

は
３

年
と
聞
い
た
）
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
就
職
活
動
は
基
本
に

個
人
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
一
方
、E-JU

ST

は
日
本
の
大
学
の
よ
う
に
就
職
支
援
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
企
業
説
明
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

日
系
企
業
の
同
国
へ
の
進
出
数
は
51
社

（
２
０
２
１
年
現
在
、
ジ
ェ
ト
ロ
）、
投

資
額
は
24
億
円
（
２
０
２
２
年
、
日
本
銀

行
）
で
伸
び
代
が
大
き
い
と
感
じ
る
。

筆
者
の
専
門
で
あ
る
半
導
体
に
関
す
る

講
義
で
学
生
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
で
こ
の
分

野
に
関
す
る
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
、
と
尋

ね
ら
れ
た
。
２
０
１
９
年
の
こ
と
で
あ
る
。

設
計
で
あ
れ
ば
と
現
地
の
教
員
に
調
べ
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
業
界
で
有
名

な
企
業
を
含
む
約
５
社
が
、
い
ず
れ
も
100

人
未
満
の
規
模
で
は
あ
る
が
、
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
そ
れ

も
束
の
間
、
２
０
２
３
年
に
改
め
て
調
べ

た
と
こ
ろ
、
驚
く
こ
と
に
21
社
に
増
え
て

い
た
。
し
か
も
最
大
の
独
シ
ー
メ
ン
ス
の

事
業
所
は
700
人
規
模
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
に
初
め
て
エ
ジ
プ
ト
を
訪

れ
た
際
、
中
東
経
由
で
現
地
入
り
し
た
。

深
夜
便
で
あ
っ
た
が
ビ
ジ
ネ
ス
用
務
ら
し

い
人
た
ち
が
多
く
て
満
席
で
、「
世
界
は

動
い
て
る
」
と
強
く
感
じ
た
。
日
本
か
ら

も
多
く
の
人
が
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

そ
れ
に
は
、
異
な
る
文
化
・
習
慣
へ
の
寛

容
さ
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
現
役
生
の
皆

さ
ん
に
は
現
代
の
「
士
君
子
」
の
素
養
と

し
て
ぜ
ひ
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

E-JUSTでの企業説明会の出展企業（２０２２）

フリートーク

明専会報 2024.7◆825


